
第５学年１組 社会科学習指導案
学年研究テーマ

自ら課題を見つけ，主体的に追究し解決する児童の育成

指導者 酒井 宏之

１ 単 元 自動車をつくる工業

２ 目 標
○ 自動車をつくる工業の様子について意欲的に調べ，自動車の開発や我が国の工業の発展に関心をもち，
進んで調べようとする。 （社会的事象への関心・意欲・態度）

○ 自動車生産の様子について問題意識をもち，学習の見通しをもって追究しながら，働く人々の工夫・努
力や工業生産が国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えることができる。

（社会的な思考・判断）
○ 様々な資料を適切に収集，選択，活用し，自動車生産の特色についてまとめ表現することができる。

（ ）資料活用の技能・表現
○ 自動車生産の特色，自動車工業の発展について理解することができる。

（社会的事象についての知識・理解)

３ 児童の実態（男子４７人，女子５６人 計１０３人）

アンケートの結果 調査人数 １０３ 人

Ｑ１ 学習問題づくりについて

１ 授業の中で「なぜだろう 「不思議だ 「調べてみたい」と思うことはありますか。」 」

はい ９０人 いいえ １３人

２ 「なぜだろう 「不思議だ 「調べてみたい」と思ったことを学習問題に取り入れていますか。」 」

はい ５５人 いいえ ３５人

３ 「なぜだろう 「不思議だ 「調べてみたい」と思ったことが学習問題になったときの気持ちはど」 」
うですか。

やる気になる ８３人
いつもと変わらない ５人
やる気にならない ２人

Ｑ２ 社会科の学習で楽しいと思うことは何ですか （複数回答）。

１ 学習形態について
グループ学習 ８３人
一人での学習 ４３人
先生の説明中心の学習 ２８人

２ 調べる手段について
インターネットで調べる ８３人
見学・取材などを行う ６６人
本や資料集で調べる ６２人
先生の説明を聞く ２８人
ゲストティーチャーの話を聞く ２２人

３ まとめ・表現の方法について
スタディーノート ７３人 レポート ３２人
新聞 ４６人 ノート ３１人
模造紙 ４４人 紙芝居 １０人

Ｑ３ 社会科の授業で困っていることは何ですか （複数回答）。

調べる資料が見つからない ２２人 調べたことの発表の仕方 ２人
まとめかたがわからない １２人 記述なし １０人
調べる資料の内容が難しい ９人
先生の授業がわからない ７人
教科書の内容がわからない ５人
調べ方がわからない ４人
覚えることが多い ３人
わからない言葉がある ２人

Ｑ４ これから学習する「自動車工業」で調べてみたいことは何ですか （授業開始前）。

自動車の組み立て １２人 昔の自動車 ３人
生産のこと １０人 自動車の値段 ２人
自動車の種類 ９人 デザイン ２人
部品 ９人 つくっている人数 ２人
エンジンの仕組み ８人 その他 １７人
動く仕組み ７人 記述なし １８人
世界一速い自動車 ４人



社会科を通して，自ら問題を発見し，追究していく能力を育てたいと考え，これまでも１単元を１サイク

ルとした学習過程を設定し，問題解決的な学習を展開してきた。そこで，これまで実践してきた問題解決的

な学習を振り返り，児童の実態を把握するために，意識・実態調査を行った。

アンケートの結果 「授業の中で『なぜだろう 『不思議だ 『調べてみたい』と思うことがありますか」， 』 』

という質問に対して 「はい」と答えた児童が 人であった。このことから児童は様々な学習の中で，興味， 90

関心や疑問をたくさん抱きながら学習していると言える。しかし 「 なぜだろう 『不思議だ 『調べてみ，『 』 』

たい』と思ったことを学習問題に取り入れていますか」という質問に対して 「はい」と答えている児童は，

人であった。このことから一人一人の興味・関心や疑問が取り上げられ，それが学習問題に生かされて55

いるとはとは言い難いと思われる。また 「 なぜだろう 『不思議だ 『調べてみたい』と思ったことが学，『 』 』

83習問題になったときの気持ちはどうですか」という質問に対して 「やる気になる」と答えている児童は，

人であった。このことから，自分たちの興味・関心や疑問をもとに調べ学習を展開しているときは，意欲的

に学習に取り組んでいることがわかった。さらに，調べ学習においては，教師中心の一斉授業よりも，個人

やグループでの調べ学習や見学・取材活動の方が楽しく学習に取り組んでいると言える。また，社会科の授

業の中では 「調べる資料が見つからない 「資料の内容がわからない 「教科書の内容がわからない」とい， 」 」

う児童がいることも事実である。

， ，このような実態から考えると 学習活動の中に一人一人の興味・関心や疑問を生かして学習問題をつくり

そこから主体的な調べ学習を展開していくような問題解決的な学習が重要だと思われる。さらに，意欲を高

めるための授業形態や学習問題に即した資料提示等に工夫を図りながら，学習活動を展開していく必要性が

あると思われる。

４ 単元について

( ) 教材観1

本単元は，小学校学習指導要領解説社会編（平成 年５月文部省 （以下解説と表す）の第５学年の内11 ）

容 ( )のアとウ「我が国の工業生産について，次のこと（様々な工業製品が国民生活を支えていること，2

） ， ，工業生産に従事している人々の工夫や努力 を調査したり地図や地球儀 資料などを活用したりして調べ

それらは国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えるようにする 」をねらいとしている。。

本単元では，日本の基幹産業であり，児童にも馴染みが深く，国民生活にも欠かせないものになってい

る自動車をつくる工業を取り上げる。自動車をつくる工業の生産工程の様子やそこに従事している人々の

工夫や努力を調べ，これらが国民生活を支える重要な働きを果たし，自分たちの生活の維持と向上に役立

っていることを捉えさせたい。さらに，この学習活動を通して，これからの工業生産にかかわる産業の在

り方について自分なりの考えをもたせ，社会的なものの見方や考え方を育てていきたい。

( ) 指導観2

解説では 「これからの社会科の学習は，問題解決的な学習など主体的な学習を一層重視し，社会的事，

象の意味について考える授業への改善を求める 」と示している。このことから，これからの社会科の学。

習は，児童が社会的事象に関心をもって主体的にかかわり，社会的ものの見方や考え方を身に付けさせて

いくことが大切であると考える。そこで社会的なものの見方や考え方を育てるために，社会的事象と出会

い，自ら問題意識や興味・関心もって，自分なりに問題解決したり解釈したりしながら社会的事象を考え

ていくことが大切であると考えた。

本単元の学習では，学習問題づくりの場面で，児童の興味・関心を高めるような，体験的な活動を導入

する。具体的な活動として，身近にある工業製品を持ち寄り，児童一人一人がそれらの機械を分解する体

験を行う。その活動を通して，機械に対する興味・関心を高めていくと同時に，小さな機械の中にもたく

さんの部品があり，それらは複雑に組み立てられていることに気付かせたい。次に実際の自動車に着目さ

せ，普段の生活の中では触れることの少ないエンジンルームや安全のための設備等を見学・体験すること

により，自動車は自分たちが分解した機械よりも多くの部品があり，安全性や性能を考えながら複雑に組

み立てられていることに気付かせる。さらに，その生産工程や自動車工場で働く人々の工夫や努力にも興

味・関心を高めていきたい。このような体験的な活動の中から生まれた一人一人の問題意識や興味・関心

を生かしながら，単元の目標に迫るような学習問題づくりを行う。

， ，上記のような過程の中でつくられた学習問題をもとに 意欲をもって多様な形態での調べ学習を展開し

まとめる活動を通して，本校の研究テーマである「心ときめく授業」に迫りたいと考える。



５ 学習計画と評価（１０時間扱い）

次 時 学習活動及び内容 学習形態・教師の指導 評価規準（方法）

１ １ （１ 「何でも分解体験」をする。 ＜一斉・グループ＞ 【関心・意欲・態度】）
・身近な工業製品を分解し，機械工 ・身近な工業製品を分解させ，我が国の機械 ○自動車づくりについて，興味・関心を

学 業に興味を持つ。 工業やそれに携わる人々に興味を持てるよ もち，調べ学習に意欲を持続すること
２ （２ 「自動車探検」をする。 う体験の時間をとる。 ができる （観察，発表，学習カード）） 。

習 ・実際に自動車のエンジンルームを ・じっくり見ることで，自動車が多くの部品
見て，気付いたことを話し合う。 から作られていることや様々な工夫に気づ 【思考・判断】

問 ③ く手掛かりとなるようにする。 ○自動車づくりについて共通学習問題を
・２つの体験活動から自動車をつくる工業に 基に，ものづくりや携わる人々などの

題 ( ついて概観させる。 視点から学習問題を考えることができ5M
。 （ ， ， ）) （３）共通学習問題をもとに，学習問題 ・共通学習問題を設定することで学習の核を る 観察 発表 学習カード

づ をつくる。 一般化し，学習問題づくりの見通しを持た
く ・ 何でも分解体験 「自動車探検を せる。「 」
り もとに，疑問に思ったことや気にな ・第１・２時の体験活動を振り返らせ，部品

ることを話し合い，学習問題をつく や生産工程，未来の車などへの関心を高め
る。 させ，疑問を明確に持てるよう支援する。

２ （１）作った学習問題について調べる方 ＜一斉・個別＞ 【思考・判断】
法を考え，計画表を作成する。 ・自動車づくりを調べるポイント（キーワー ○興味・関心や問題意識を生かして，学

学 ・予想を立て問題意識を持つ。 ドをもとに）を押さえ，これからの調べ学 習計画を立てることができる。
（ ， ）・どんな資料を使って調べるか考え 習の視点を確認するよう助言する。 観察 学習カード

４ る。 ・学習問題，具体的な調べ学習の内容を学習
習 ( 教科書，資料集，本 計画表に記入させる。 【資料・活用】1M

) インターネット，販売店めぐり ・見通しをもって調べ学習を進められるよ ○学習計画表に調べる内容，資料を明確
。 （ ）インタビュー う，資料の選択や学習の順序についてアド に記入できる 学習カード

計 ・まとめ・表現の方法を考える。 バイスする。
（レポート・新聞） ・まとめや表現の方法は見る人，聞く人の立

・学習計画表（個人）を作成する。 場に立って考えさせるように助言する。
画

（１）学習計画表をもとに，追究活動を ＜個別＞ 【関心・意欲・態度】
進める。 ・選択したキーワードを基に，追究活動を行 ○自動車工業の生産の様子について興味
・教科書・資料集 う。 ・関心をもち，人々の工夫や努力，未来
・インターネット 自動車関連ＨＰ ・資料コーナーを設置し，参考図書，資料プ の自動車についてを意欲をもって調べ（ ，
学習リンク） リント等を用意しておく。 ようとする。

（ ， ， ）・教師準備資料 ・グループ別，個別指導により，それぞれの 観察 発表 学習カード
・児童持参資料 調べ方やまとめ方のよさの発見に努め，そ

３ ５ ・自動車会社資料，パンフレット れを紹介する。 【思考・判断】
・調べる方法や資料の選定に迷っている児童 ○自動車が効率よく安定して生産されて
にアドバイスする。 いるわけについて，働く人々の努力や

調 ６ （２）各自の方法・手段で調べながらま 関連工場とのつながり，機械化や輸送
とめていく。 の工夫などと関連づけて考えることが

。 （ ， ， ）・レポート できる 観察 発表 学習カード
べ ７ ・新聞

【技能・表現】
（３）調べ学習経過報告を行い，友達の 〈グループ・一斉〉 ○さまざまな資料から，問題解決に必要

学 ８ 活動のよいところを自分の調べ学習 ・調べ学習を進める中で，調べ方の工夫点や な資料を選択・活用し，考えたことを
に取り入れるとともに，自分も情報 資料・活用の工夫等を含めた報告を行い， まとめて表現することができる。

（ ， ， ）を提供する。 友達の良い点を認め合うことで，共有化で 観察 学習カード 作品
習 きるようにする。

（４）調べ学習経過報告を参考に，自分 〈個別〉 【知識・理解】
の学習計画の見直しを行い，追究活 ・友達の報告を参考に学習計画表を修正し， ○自動車生産とその特色，これからの課
動を進める。 今後の調べ学習に生かせるように促す。 題について理解している。

（ ， ， ）観察 発表 学習カード

※ 自動車をつくる工業について調べさせたいおもな内容

製造工程 部品製造 関わる人々の工夫や努力
・工程（プレス・溶接・塗装等） ・自動車に必要な大量の部品 ・消費者の要求に応えるために
・作業する機械やロボット ・関連工場 ・工場の分布 ・環境や安全対策 ・効率化
・検査（走行検査，排出ガス） ・工場間の輸送 ・研究・開発

・安全 ・環境

４ （１）まとめた作品等を修正・改善し， ＜グループ・個別＞ 【思考・判断】
自分なりの考え・意見等もまとめる ・自己評価・相互評価カードなどを活用し， ○まとめの発表の中で，自分の考えや意。

９ 児童の今後の活動に生かせるように助言す 見等を入れてまとめることができる。
（ ， ）発 （２）レポートを紹介し合う。 る。 発表 作品

表 ・グループ内発表の形式で行う。 ・発表については，自分の考えや意見等も入
・一番知らせたいこと，調べて面白 れて発表することが重要であることを伝え
かったものを紹介する。 る。

・お互いによい点を認め合い，高め合うよう
に促し，学び合いの雰囲気をつくる。

５ （１）新しい課題を見つけ，発展・追究 ＜個別＞ 【関心・意欲・態度】
発 １０ 学習を進める。 ・個人の新たな疑問や興味・ 関心をもとに ○それぞれの新しい疑問や興味・関心を
展 発展・追究学習の計画を立て，展開するよ もとに意欲的に調べ学習を展開するこ
・ うに助言する。 とができる (観察 作品)。 ，
追 ・調べ学習の時間を考慮し，計画，追究させ
究 る。



６ 本時の学習（３／１０時間）
（１）目標

自動車をつくる工業の特色や役割について 「何でも機械分解体験」と「自動車見学」の２つの体験的な活動から生まれた，問題意識や興味・関心を生かして「オリジナル学習問題」をつくる，
ことができる。 （社会的な思考・判断）

（２）準備・資料 教科書，資料集，教師作成資料，学習カード，自己評価カード
（３）展開

☆評価（方法）学習活動・内容 学習形態 指導上の留意点

１ 本時の学習のめあてをつかむ。 一斉
・ 共通学習問題を意識しながら，前時までの体験的な学習をもとにオリジナル学習問

共通学習問題をもとに，オリジナル学習問題をつくろう 題をつくることを伝える。

２ 共通学習問題を確認する。 一斉 ・ 共通学習問題を改めて確認することにより，単元の目標から離れることなくオリジ
ナル学習問題をつくっていくことを認識させる。

自動車をつくる工業に関わる人々は，よりよい自動車をつくるためにどんな工夫や努
力をしているのだろうか。

３ 学習カードの記録をもとに「何でも機械分解体験 「自動車探検」を思い出し，話し合う。 ・ 「何でも機械分解体験」や「自動車探検」の学習時，特に印象に残ったことを想起」
させる。

( ) ２つの体験的な学習の中で印象に残ったこと 一斉 ・ 「何でも機械分解体験」の時で分解した機械や写真 「自動車体験」の時の写真等1 ，
( ) 調べてみたいと思ったことや疑問に思ったこと 一斉 は，環境としてオープンに展示しておく。2

・ ここでは児童の調べてみたいことや疑問を出させるだけに留める。

４ 学習カードの記録と話し合いの結果をもとに，各自の「調べてみたいこと 「疑問に思った ・ どのような手順でオリジナル学習問題をつくっていくか確認させる。」
こと」を話し合い，まとめ，キーワードをつくる。 ・ オリジナル学習問題をつくる手順を記したものを拡大し掲示しておく。

・ グループの話し合いでは，個人の興味・関心や疑問が十分生かされるように，教師
( ) 各自の「調べてみたいこと 「疑問に思ったこと」をグループで話し合いまとめ 「短冊カ グループ ２人で机間指導を行う。1 」 ，
ード」に書く。 （Ｔ１は①～④班 Ｔ２は⑤～⑧班を中心に机間指導を行う）

( ) 「短冊カード」を同じ内容のまとまりごとに分類しながら，黒板に貼る。 一斉 ・ 友達の意見を参考にして，興味・関心や疑問をカードに書かせる。2
( ) 同じ内容のまとまりごとに，キーワードをつくる。 一斉 ・ カードを掲示することで，友だちの違った見方や考え方に触れさせる。3

・ 共通学習問題から大きく離れるようなものは，発展追究学習の際に調べるようにア
＜予想されるキーワード＞ 組み立て（工程） 部品 工夫・努力 生産量 ドバイスする。

・ 問題意識を焦点化させるため，同じ内容のまとまりごとにキーワードをつくらせ
環境 安全 未来の車 その他 る。

５ 「共通学習問題」と「キーワード」をもとに「オリジナル学習問題」をつくる。 ・ 再度「共通学習問題」を確認させ 「共通学習問題」を解決するために，どんなこ，
とを調べていけばよいのか考えるように助言する。

＜予想される学習問題＞ ・ 単元の目標から離れないように各自のオリジナル学習問題を考えるように留意す
る。

・ キーワードをもとにオリジナル学習問題をつくることにより，単元の目標に迫らせ
る。

， ，・ 友達がつくった学習問題から いろいろな考え方があることに気付かせるとともに
自分の学習問題を見直す。

・ 一人で学習問題がつくれない児童には，アドバイスを与え，自分で学習問題がつく
れるように配慮し，机間指導を行う。
（Ｔ１は①～④班 Ｔ２は⑤～⑧班を中心に机間指導を行う）

・ グループでの話し合いの中で，友達の「オリジナル学習問題」を参考にしてもよい
ことを知らせておく。

( ) 「共通学習問題」を解決するために，どんなことを調べていったらよいかを意識する。 一斉1

( ) キーワードを３～５個選び，それをもとに「オリジナル学習問題 （案）を考える。 個別2 」
（１キーワードに１学習問題）

( ) 学習問題を考えたら，グループに持ち寄り確認する。 グループ ☆ 異なった立場や複数の視点から「オリジナル学習問題」をつくることができたか。3
( ) 話し合いが終わったら 「オリジナル学習問題」を決定する。 個別 (学習カード)4 ，

６ 本時の学習のまとめをする。 個別 ・ 本時の活動を振り返り自己評価することにより，次時の活動に生かせるようにする
( ) 自己評価をカードに記入する。 とともに，本時の活動に対して考えたことや感想を書かせることにより，社会的事象1

に対して自分の考えをもたせていくようにする。

 自 動 車 は ど の よ う に

組 み 立 て ら れ て い る

のだろかうか。  

 自 動 車 の 部 品 は ど の

よ う に つ く ら れ て い

る の だ ろ う か 。  

 自 動 車 を つ く る 人 た ち

は ど ん な 工 夫 を し て い

る の だ ろ う か 。  

 環 境 を 考 え た 未 来

の 自 動 車 は ど ん な

も の だ ろ う か 。  

 日本の自動車の生産量

について調べたい。  

 自 動 車 を 売 る 人 た ち

は ど ん な 工 夫 を し て

い る の だ ろ う か 。  



社会科学習カード ＮＯ。１社会科学習カード ＮＯ。１
５年 組 番学習問題づくりの

氏名手 引 き

これはこれからの「学習問題づくり」の手引き，つまりつくりかたの手順です。
読んでつくりかたを確認しましょう！

単元名 「自動車をつくる工業」
＜感想や疑問・調べてみたいことを書こう＞

何でも分解体験を終えて 「調べてみたい 「なぜだろう」」
自動車探検 「不思議だなあ」と思ったことを書く

（書き方の例）
○ どうして～なのだろう？ ○ ～について気になる ○ ～について調べたい

疑問や調べてみたいことをもち寄る＜グループで話し合い＞

共通学習問題

短冊カードに記入 黒板に掲示 まとめ・キーワードづくり

＜話し合い＞

タイトル タイトル タイトル タイトル タイトル

＜タイトルを３～５個選びオリジナル学習問題（案）をつくる＞
○ ○
○ ○

自分の学習問題（案）をグループにもち寄る
各自の学習問題を話し合う

＜ ＞学習問題の完成
自分のオリジナル学習問題を立てる （例） 」

「なぜ～なのだろうか。
何を調べていったらよいか 「～について調べる 」。

という表現で！
３～５つくらい考える

※ どんな問題にするかわからない人は他も立ちの意見や考えを参考にしよう！

「共通学習問題」の解決に向けて「学習問題」をつくろう！☆



  
    

    

社会科学習カード ＮＯ。２社会科学習カード ＮＯ。２

５年 組 番 氏名自動車をつくる工業

自動車の秘密を探ろう！

＜話を聞いて，体験して・・・＞

自動車のつくりについて気づいたこと○

（どんな部品 いくつくらい エンジン部分 ボディー 室内 他 ）

おどろいたこと，心に残ったこと その他○

「 」「 」○ 今日の活動の中から なぜだろう？ 不思議だ？
「

もっとくわしく調べてみたい」ことを書こう！



  

  

    

  

社会科学習カード ＮＯ。３社会科学習カード ＮＯ。３

５年 組 番 氏名自動車をつくる工業

何でも機械を分解しよう！

分解した機械は何？

どんな部品があった？

いくつくらいの部品があった？

分解して思ったこと，不思議に思ったこと，調べてみたいと思ったこと

○ 今日の活動の中から
「なぜだろう 「不思議だ」」
「もっとくわしく調べてみた
い」ことを書こう！



  

 

 

  

社会科学習カード ＮＯ。４社会科学習カード ＮＯ。４

５年 組 番 氏名自動車をつくる工業

「共通学習問題をもとに学習問題をつくろう！」

＜共通学習問題＞

＜学習カード１・２をもとに なぜだろう？不思議だ？調べてみたい！ことを書こう。＞

○

○

○

（書き方の例）
○ どうして～なのだろう？ ○ ～について気になる ○ ～について調べたい

グループで話し合い

短冊カードに記入

黒板にはる

タイトルをつくろう！

タイトル１ タイトル２ タイトル３

タイトル４ タイトル５ タイトル６

上のタイトルをもとに学習問題を考えてみよう！

＜オリジナル学習問題（案）＞

グループで比較・検討 友達の考えや意見を参考にして

＜オリジナル学習問題＞ついに完成！



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

社会科学習カード ＮＯ。５社会科学習カード ＮＯ。５

５年 組 番 氏名自動車をつくる工業

学習問題の予想を立て ，学習計画をつくろう。

学習問題１
予想 調べる方法（資料）

調べる日

学習問題２
予想 調べる方法（資料）

調べる日

学習問題３
予想 調べる方法（資料）

調べる日

学習問題４
予想

調べる方法（資料）

調べる日

学習問題５
予想

調べる方法（資料）

調べる日



発 行 者

発 行 日 月 日 曜

（感想）社 説



発 行 者 ○ ○ ○ ○自動車新聞
発 行 日 月 日

今・自動車工場では・・
今，○○自動車ではこんな自動車を開発しています。
それは，未来のエネルギーを・・・ 略）（
これからは，ガソリンに変わるエネルギーが必要に
なってくると思われます ・・・。
きっとすばらしい自動車になると思います。これから
はが大切だと思われます。みなさんは未来の自動車は
どうあるべきだと思いますか？考えてみてください。

世界の自動車会社○○○
日本一の自動車メーカー○○○は，世界でも第

二位の生産量となり，来年には世界一になるそう
です。これはとてもすごいことだと思います。
理由は・・・・・だからです。

記事の中に必ず自分の考えを
入れて書きます。
読者がいることを常に
考えて書いてください。

自分の調べたことを書く

イラスト・色などを入れてきれいに！

レイアウトをよく考えて！

（感想）社 説

日本の自動車産業は・・・・・
のようなこ

とを感じた。これからの日本の自動車は
・・・・・・・あるべきだと思う。

ここは自分が調べてどんなことを思ったか，
どんなことを感じたか，などをくわしく書こう

このコーナーが一番大事！



 

 

 

 

社会科学習カード ＮＯ。６社会科学習カード ＮＯ。６

５年 組 番 氏名自動車をつくる工業

グループ発表会をしよう！

（ ）さん 君

（ ）さん 君 の発表の感想

の発表の感想

（ ）さん・君

の発表の感想

（ ）さん・君

の発表の感想


